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(1)共役 π 電子系を利用したカルボニルリチウムの新環化反応について述べている o
(2)カルパモイルリチウムのもつ置換基の種類によって，水素の引き抜き反応や π電子系を利用した環化反応，さら
に一酸化炭素の 2 分子取り込み反応といった反応が選択的に進行することを明らかにしている。
(3)カルボニルリチウムの分子内変換反応として 3 一脱離反応を設定し，実際に， フェニルチオメチルリチウム誘導
体およびリチオシリルジアゾメタンと一酸化炭素との反応が選択的に進行することについて述べている o
(4)イノラー卜アニオンをケテニル基導入のための新反応剤として合成反応に利用できることを明らかにし，本研究
の合成化学的価値を高めている。
以上のように，本論文は分子内変換という基本計画に基づき，高活性中間体の反応性を制御し，選択的な反応を実
現したことについて述べている。これらの成果は，カルボニルリチウムを有用な合成反応の中間体として利用し得る
ことを示しており，合成化学の分野において，その貢献するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
